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小学校６年生 電気の利用（プログラミングで電気を工夫して使おう） 

  

単元 小学校６年生 電気の利用 

目標 身の回りにはセンサなどを使ってエネルギーを効率よく利用している道具があることに気づき、

センサや LED やモーターなどを制御するプログラミングの体験を通してその仕組みを理解できる。 

＜材料・本時＞ スマートスイッチ

（micro:bit）、PC・iPad、ライト、回路

カードセット（プラ段ボールに貼った回

路カード、電池、豆電球、モーター、導

体部品）、車セット（タイヤ×４、シャフ

ト×２、プーリー、輪ゴム）、PC の場合

データ転送ができるマイクロ USB ケー

ブル（USB A-microB）が必要。充電用

のみは不可。＜材料・準備＞ スマート

スイッチ作製（micro:bit、電磁リレー（TFabworks 製プログラム制御スイッチ）、銅箔テープ、電池ボ

ックス、両面テープ、セロハンテープ、ハサミ） 

 

授業の流れ（90 分） ※マイクロビットのプログラミングは 1 回体験している前提での計画とした。 

【導入例】身の回りで「感じて」「動く」機械にはどのようなものがあるだろうか？ 

 回答例：エアコン、お風呂、洗濯機、自動ドア、街灯 

 回答に対して各々：「（  ）を感じて、（  ）が（  ）する。」 

【導入実験】回路カードで豆電球をつけてみよう  

・使うもの：回路カードセット 

・電池部品の組み立て・回路を作って、豆電球を点ける 

■豆電球を点けたり、消したりしてみよう 

みんなは手動（導体部品をつけたりはずしたりする）だけど、自動でつけるとしたらどんな方法

があるだろう？⇒センサを使う…など ⇒計画へ 

【問題】暗くなったら明かりが点くライトをつくってみよう 

・使うもの：マイクロビット（LED が、明るさを測定する光センサの役割も持つ） 
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【計画】 

・手動：暗くなったことを自分の目で感じ、（脳で

判断し、）手でスイッチをオンにして（回路に電流

を流すことで）明かりが点く 

■「暗くなったら」がわかるには？ 

⇒まわりの明るさを知る、「暗い」の基準（しきい

値●●）を決める 

■「明かりが点く」ためには 

⇒回路に電流が流れる（スイッチをオン） 

・自動⇒暗くなったことをセンサが感じ、コンピュータが判断し、スイッチをオンにして（回路に

電流を流すことで）明かりが点く 

■もし明るさがある数値以下（暗い）なら、電流が流れ(スイッチオン)、そうでなければ流れない

(スイッチオフ)プログラムを作ろう 

【実験１】まわりの明るさを調べよう（プログラミング体験） 

プログラミング①まわりの明るさを数値で表示する 

・使うもの：マイクロビット、iPad・PC など 

・ポイント：光センサはマイクロビットの光センサ（LED）を使う 

■ライトをあてた時と消した時（部屋の電灯を点けたときと消した時）の明るさを記録する 

■しきい値●●（暗い=明るさが●●より小さい）を決める 

【実験 2】暗くなったら明かりが点くライトをつくってみよう 

プログラミング②暗くなったら豆電球を ON、明るくなったら OFF させよう。 

・ポイント：プログラミング①で作った『まわりの明るさを数値で表示する』プログラムに加え、

『もし明るさがある数値以下（暗い）なら、電流が流れ(スイッチオン)、そうでなければ流れない

(スイッチオフ)』プログラムを作る 

 

 

 

 

 

 

児童の経験・状況を踏まえていずれかの方法を検討 

(1) 自分でプログラミングとダウンロードを行う。【A】 

(2) 初期のプログラミング画面に必要なブロックだけを表示(参考プログラム【B】)して、それを組

み立て、ダウンロードを行う。 

(3) 参考プログラム【C】または【D】を入れておき、数値を変える部分のプログラミングを体験し、

ダウンロードは自分で行う。 

(4) 参考プログラム【E】を入れておき、プログラミングは解説のみで毎回のダウンロードも行わ

ず、周りの明るさによって、マイクロビットのボタンでしきい値を上下させる。 

※ TFabWorks が公開している電気の利用ブロックを利用するための準備は 5 頁参照。 
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■電気の利用ブロック導入済みの 

プログラム画面【A】 

 

 

 

https://makecode.microbit.org 

/_hvUJVb0Us0LF 

 

■参考プログラム【B】：組み立て 電気の利用 光センサで

ONOFF 

必要なブロックをワークスペースに並べてお

き、プログラムを組み立てる 

https://makecode.microbit.org/_DirXT6Jt8DmU 

 

■参考プログラム【C】：電気の利用 光センサで ONOFF 

https://makecode.microbit.org/_eawVicW4sXqf 

 

■参考プログラム【D】：周りの明るさでライトを

ONOFF 

（電気の利用ブロックを使用しない） 

https://makecode.microbit.org/_KR9b5DaJRFgR 

■参考プログラム【E】：光センサでライトの ONOFF（変

数「しきい値」を設定して、ボタンで「しきい値」を変更） 

 

 

 

 

 

 

https://makecode.microbit.org/_9WYeh0YhL0fd 
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【実験３】明るさによって走ったり、止まったりする車に改造しよう(時間により演示の場合あり) 

・使うもの：マイクロビット、PC・iPad、回路カード（導

体部品 x1,電池,モーター）、車セット 

■回路カードを車に改造しよう 

・豆電球をモーターに変え、面ファスナーで固定する 

・片側に車輪をつけたシャフトをプラスチック段ボールの

穴に通して、反対側の車輪をつける 

・車輪とモーターのプーリーを輪ゴムでつなげる 

■プログラムを変え思い通りの動きができるようにしよう 

・ ライトをあてると止まる車 

・ ライトをあてると走る車 

・ 目標(ライト)を目指して、ちょうど止まる車 など 

 

【結論】『光センサを使ったプログラミングを行い、 

暗くなったら明かりが点くライトをつくることで、電気を大切に使う工夫ができた』 
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 micro:bit の主な機能  micro:bit の機能詳細：https://microbit.org/ja/guide/features/ 

 

 micro:bit とは “マイクロビットは、イギリスの BBC が主体となって作ったプログラミング教育

向けのマイコンボードです。クレジットカードよりも小さいサイズのプリント基板に、動作をプロ

グラミングできる 25 個の LED と 2 個のボタンスイッチのほか、加速度センサと磁力センサ、無

線通信機能を搭載しています。動くものをプログラミングして作ることを通して、子供たちが論理

的思考能力を身に着けられるようにデザインされています。マイクロビットは、イギリスでは 11

歳〜12 歳の子供全員（100 万人）に無償で配布され、授業の中で活用が進んでいます。” 

  Switch Education によるマイクロビット日本版プレスリリースより抜粋 

  https://switch-education.com/2017/07/25/microbit_launching_in_japan/ 

 

  

端子（たんし） ・P0～P2：命令を入力したり、出力したりする。 
 ・３V：電池のプラスと同じ。３V（乾電池 2 個）の電源をつなぐことができる。 
 ・GND：電池のマイナスと同じ。注意：３V 以上の電圧を入れたらこわれる！ 

表面 

光センサ 兼 表示用 LED 

・0～255 で明るさを計測 

A、B ボタン 
裏面 Reset ボタン 

プロセッサ 

温度センサ 

地磁気センサ 

加速度センサ 
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 「電気の利用ブロック」の設定方法 ※電気の利用プロジェクトを保存し、児童はそのリンクを開くとよい 

(1)新しいプロジェクトをクリック (2)名前「電気の利用」をつけて、作成をクリック 

(3)設定(歯車) ⇒ 拡張機能をクリック (4)https://github.com/tfabworks/pxt-rkk を入力+Enter 

(5)「電気の利用ボード」をクリック (6)ブロックに「電気の利用」が加えられる 

例: 組み立て 電気の利用 光センサで ONOFF 例: 電気の利用 光センサで ONOFF 
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 micro:bit を使ったスマートスイッチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 電磁リレーとは 

中には電磁石とスイッチが入っており、電磁石に通電すると磁力でスイッチをくっ

つけてスイッチを ON。電磁石への通電をやめるとスイッチがバネでもどり OFF に

なる。電磁リレーは大電流を流すことに有効なスイッチ。ただし高速動作は苦手。 

･ プログラム制御スイッチ（TFW-SW2、ベクレルセンター社） 

https://tfabworks.com/product/tfw-sw2/ 

･ 本スイッチに実装されているリレー（HFD4/3-S）の仕様書 

https://jp.rs-online.com/web/p/non-latching-relays/1762736/ 

 

micro:bit を使ったスマートスイッチの作り方 

① マグネットシートと電磁リレーを電池ボックスに貼り付ける 
② 銅箔テープをマグネットシートにはる 
③ 銅箔テープの端を折り返し、電磁リレーの端子に接触させる。セロハンテープでおさえる 
④ micro:bit を電磁リレー取付け、電池ボックスの電源コネクタを micro:bit に取り付ける 

  

電源コネクタ 

マグネットシート 

電池ボックス 

電磁リレー 銅箔テープ 銅箔テープを折り返す 

① ② ③-1 

③-2 ④-1 ④-2 

電磁リレー 

LED 
スイッチが ON のとき点灯 

スイッチが OFF のとき消灯 

銅箔テープ 

 

コンピュータ 

表面 裏面 

等価回路 

電池ボックス スイッチ 
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小学校 3-6 年生・中学校 2-3 年生共通 回路カード 

【回路カード（マグネット版）とは】 

はがきサイズの金属シート（表面絶縁）に銅箔テープ※を貼った台紙（写真左下）に、磁石シートと一体

になった豆電球や乾電池などを置くことで回路をつくることができる実験教材。写真左下の丸印箇所に

設置した場合の実験例を右下に示す。 

【特徴】 

部品の付け替えが容易で簡単に電気回路を作ることができ、見た目にもわかりやすく実験ができる。部

品や器具を加えることで、小学校理科の電気単元の実験を行うことができる。また本教材は自作するこ

とができる。 
【仕組み】 

金属のカード（表面絶縁）の表面に張

った 4 カ所の銅箔テープの上に、豆電

球などの部品をのせた磁石シートを置

くことで回路が完成する。写真右上は

乾電池と豆電球、導体部品を使用した

回路。 

※銅でできたテープのこと。セロハンテープのように切り貼りでき、ホームセンターなどで入手可能。 

【主な部品】       ※ 緑丸はプラス極を示す 
豆電球 電池 導体部品 
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LED モーター コンデンサー 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

① 図のように乾電池だけの回路(ショート回路)を作らないように注意する。（特に

アルカリ電池の場合）乾電池が発熱しやけどすることがある。 

② 穴が開いた箇所を埋めるように、豆電球やモーターなどの電気部品を置くと回

路ができる。穴がない箇所に置いた場合、その電気部品に電流が流れない。こ

の場合、豆電球の明るさやモーターの回る速さは、正しく捉えられないので注

意する。 
 

※本教材は、かがく教育研究所 回路カードを参考に作製しました。参考：YouTube https://youtu.be/PvEYg5t3j1w 

導体部品 

豆電球 

電池 

銅箔テープ 


